
オリジナル・ハントメイトルアー

OrゆnαlHbnd脇くわLurel
ビックゲーム・ルアー入門

西崎国光　　byKun／mItSuNIShIZakI

今にして思うと、鮎が二間販）ルアーは高向1

て。よある出しと、手梁でノシアーをI年産かし，と

し、つて格用安くなるものでもれ、、とう考えて

みても、十樟）を捜し六十）ルアー宮上）てい釧il

問に　余生二椋、た金てルアーを伸二売る剛に

売らなく一五∴）で、上江どネ…つほうがよ一，は

と女）がi）た

それなら雷などIlるのかと，膏と、これ∴自′1

分がI仁）／ノし‾」で（（げ釣れる、もしくはiljれ

工とし、う、ま封時1の間切一高／，て、ましてil

介がl仁，たルアー二、日待て釣一，／士なると、

手作i）ルアーに取り組んておられる方が増え

ている　その手問と時間を考えれば、とうして

もマニアックな領域に入ってしまい、作ったは

いいか実用（二は供しないという方も多い申、氏

のルアーはあちこちのアングラーの問て引っぼ

りたこてある

氏の友人に奥田洋三氏がいる、、彼は西崎氏に

ルアー作りを学びつつ、既に彼独自の世界を構

築している　奥田氏のタロカジキ1945kg（80L

bテスト）は58年7月9日にその記録か達成さ

れて以後、59年5月26日の一條邦彦氏の記録

（2主5kg）に破れるまて、日本誰郵こその名を

協力　奥田ノ羊三

ととめていた。ただ奥田氏の記録（お　自らの

スモールポートて、自ら作ったルアーて達成さ

れたものたけに、いつまても記憶に残るものと

なってし、る。

西崎氏のルアー製作過程がまったくの手作り

なのに対し、奥田氏のそれはエレクトリック工

具を駆使したものた聞二、その完成に要する時

間等には大きな開きかある　両者ともに独自の

信念てやってし、るものだナに興味深いか、奥田

氏のルアー製作の過程も、近くこのページて紹

介し、あなた自身の独自の方法を確立してもら

えれば幸いてある

もう快感な　喧中こして用味なヒョー羊になっ　てもっこ、ノン（めじまくら、マクロの効用を

てしまうことが多し

初めてルアーというもの（間組言よ、し，しきも

の）を（十ノたのは　トローl）ンクをしていて、

（そうた、J）の時よメシを追いかけていた）それ

○道具

●万力　●電気ドリル（必ず変速機構のついて
いるもの）　●糸のこ（金工用で精度の高いも

の）●鍋工用ヤスIJ（木工用、プラスチック

用でも可）●合ヤスリ（大、小。他に丸ヤス
il等）●鋸刃（金工用スリ目No6－No5、他

にヘラクレス銃NoSなど）●砥石（金銅噴石、

荒砥、中砥、仕上砥石）●耐水ペーパー（iOO事、

240♯、600♯、i200♯）●コンパウンド（ラッ

カーコンパウンド、細目　塗料店にあり）　●

釣るにはルアーへソトーよ黒か茶色がいいなんて

釣川圭で‥耕して、そうだろうなあと、フラス

ナノクのルアーを何となく優っていたのだが、

それなら浩‾かし高槻両が。，うように、員の方がい

粘土（水性）　●ノ郎古土

看樹料

●具鑓パイプ（リーダーを通すためのパイプ）
夕皆室4り締、ジェット・ルアー用は外径5、6、

7り待。購入先／鉄道模型店、ホビーショップ

（東急ハンズ等）、彫金材料店、専門店。

●鉛

●貝

白蝶貝、夜光貝（白色）、メキシコ貝（赤緑）、マ
べ貝（茶）、黒媒貝（茶緑）等は、なるべく表

●図面をつくる

諺
⊃内に入れる材料の寸′去決定

○鉛位置、及び重きの決定

〇台の配色、ヘットカントの

形状

〇二二でしっかりと計画をた

てないと、後で削ったり磨

いたりする蝶に中に入れた

ものが徹也することがあり

ます

いかなあ　、とせ」って、手jLにあ一，た7、ヮヒ

の員がらでルアーをI仁）でみ7、．

そこで、確が、スカート（1施用ルアーへ小

には、スカートと呼ばれるヒニール輿の、、クゴ

なつけます）はクリーンにしだと思う∩

面が磨かれているもの。購入先／／釣具店、イン

テリア・アクセサij一店、専門店）

●ポilエステル（不飽和ポリエステル）

常温硬化型3液性（塗料店に依頼する場合は、

透明度の高いものを指定して下さい。購入先／／

ホビーショップ、塗料店

●メタルペーパー

キラキラ光る銀紙のようなもの。購入先／／釣具

店等。

●その他

厚紙・塩ビの板などを使用
して下のような型紙を作っ

ておくと便利

開聞

：≡］

C鉛の位置によって水中

での動きが違うようで

すので研究してみて下

一重デ
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それこ　鮎。たか、と言うと　釣れましだ　　れな引i介でも仕事完売しやないかナと考え士。

日からウロコが語ら定な′’して↓，うでしこ、ま∴∴まナ）、それがし，というものは、∴互直）バニング

ら＿、それ、それ′　‖／て十，I＿′レアー二宮i∴出品）でLまっ7∴　なせそU川　目方でそれを

汗釣れるな：して二と品1日五言って、あま用i　作ろうと巳年、つめてし　っだU）が今でもよく方

目し－こい立石＿カ日，：、　　　　　　　　　が，ない出しと、多年、今までに見たこと星

生れi，ノレした∵「，て、キーフテン（現JGIA　い彬U）ルアーを目して、まだそれてリンと角が釣

合」、の大国姑i山頂）は、経年二大さい点高潮Lう　　れれはといった気甲声）と、こうい一17こ諦4なら

古くニな－）をのすべ／こ㍉レア一千五一，たこと　　アレン／が同性がし，、1時U）好きな彬のもの

が「ル7－－－下値＿17」こ、この湘汚iら少　　捕れるなあといった、そU）両用）気持ちたっ

しはが）輿峠を感じだのである。　　　　　　たような気がする、

ルアーについては、やれ当の角、iiJ員、夜

It員、いや∴部しかし、いこれがいいと、値が同∴∴∴きめてうなると、とやって作ろうが、とや一）

i、がさっは■）柄）子、とi）あえ1－その茄ごり　　て、とや一）でI？と　7－クマの中が沼津騒きと

の点）、伍用しているなし）一二とうい／，たものが∴∴な－‾こ、エーと、員だとか鉦、′、イフなどの＾

釣れ㌶ノ）が親告していたものの、それで㌧よく　　丁、川部－1とかなりそうだ日と、フラスナノ

方が，なれ，だっ　諾）衆人茄）ら目方が申年、′’し　クをとうしょうがと考え込んだ。

lr、ヨオ　　　　　　　　　　　　　　　　　い一）が、すいぶん用小二、テパートのフラ壬

を′）．沖l　ハTIlのマニア紺一点とし、うノ、　片）場がなみ敦初口場かもしれない口れと

／トメイト・ルアーを見せ1，星、思わすウーン　川角でサイコ叫、の近川けラスナノクに廿へさ

申子ってしま一，た　　　　　　　　　　　　れたl損の樵本が守）／ノT：事か虹、iii“くしだ

それ，よ十こいlJ帆二でゴーこいて、いわ映るン　　それ一／′と、テハート用地一）だ出しと見つ

奥田氏の美称、二の実証についすべてを託してしみう

しかし、晴雨はキチノとお師し　しま－、せ′

くな一．ち　つ。

それて、そのと時間、l’、はが）の　東急ハンス

っ†，げ一理出し信の一二　ルアー‥＼∴∴がらない，十こし画工きた＿こうな－たら組底∴∴に五千でみ立言、年は宮川に見‾ノれ‾こしまっ

∵言ニ「生し）乱がか／こい一二、し星川真　帆古生∵丁や；）うと、ますます凧二面のぼっ∴∴なぞの後、しばらくしこ・二ついう　のの臨、

三日月員がウラスナ′ダニ出へされ一子お目」∴あ　てしま一lr一　　　　　　　　　　　　　生と別のとこ／）‾こも被っていることが用間した（つ

ま出つレア一子川日用鳥フラスチノクの砕き　　この近日十紺臨、許肘i∴用人に多いのよ∴∴なあ／しこ、実利直子こ　叛っ‾こい‾こ、そこで取i）

′同性ノ）ふための蛤三‾こ入っていた

リーン、こ帰一，だ伎、．）′し、三かそれ

●パイプを切る
ハイプを万力で（まさみ　糸ノコ（スil目

No5）で切ります。シらまで切れば手でカ

ンタンに折れます

馨
●tt・配分の細長　　　　　　三

園
して轟タも鴨ささ

ネ、釣れなくて《Il浮ひ一）かき回している人、よ∴∴：片せてくれるの九・

くいるも／し五言星か、うの見ると∴耕、、来し　　　それはともかく、東急′、シナ∵丁は、それ

●鯖の型枠を作る　　　ニ●船を着込む　　　　　　→●鮒書の東電　　　÷
ボール紙て可

粘土（水性）にパイプと型枠を差し込　型枠は水の中ではがすとすぐ

面接に∴∴∴み、溶かした鉛を流し込む　　　　　　とれます

図圏
●貝を使用する場合　貝の加工法

e表面を磨いた貝を使用する場合

切断一切口などの処理　　●貝を切る　①

糸鋸＋金工用スリ昌No6又はヘラクレスNo5
e表面が磨かれていか、貝の場合

切断一→研磨→切口処理

61



はし、わゆる　‾子芸コーナー。という所にあって

なあんと、ちっちゃなトライフラワーをフラス

テンク〈ニ封入して研磨したフローチ仁とが、カ

フスボタンなどの女々しいものをTl年）で作り

ましょうというあそましいコーナーであった。

そういうコーナーであるかし，して、インスト

ラクターのような人（もちろん女旧　が、優し

く側目方法なとを敢えて卜さいまして、ええ。

さ一，そく買ってきて、ますこれは何てあるか

と調へてみると　〈調へるったって、ただ事のラ

ベルを見なだけなんだけと）仙二は不飽和ポリ

エステルとある。こうなると、ポリエステルで

あれば値でもいいのかと、少しは調へてみなけ

ればなるまい（などとはあまり考えない）

そんな母、友達はありがたいものです。プラ

スチックの1場に勤めている友人に、棚旧）葉

捕り聞くことでこの問題聞船足

いわゆる　ポリエステル　と叫ばれるものも

そのl酬用伸二よってTI’力別であり、FRP

〟耕し』が入ってしまって、l姐、ものにならなく

なってしまった事がある。

フラスチノクの），畠よそのくらいにしておいて

《大にハイプだとか、その他の材料をとうするか

を考えよう。

ますルアー0）中に入れる員の加1たけと、2

つの仕業がある。ひとつは只を重刑砦することで

と暗まれる、ボートなんかのハル（船体）に梗　　あり、ひとつは具を切酢することである。

用されているフラスナノクもポリエステルであ　　　これ〈封可も具とは眠らす、目方の柄　ない）

ることが分か一，たへ　　　　　　　　　　　　　　　を入れればいいのであって、私もプラスチノク

を知っていれば＼それを他の伸伸二も応用でき

るとiIl、うっ

さてそこで、真を加iする場合、員を切臨し

でかしノ研磨するか、研磨してから切断するがと

いうと、二川まもう、先に切断でる力がはるか

に葉である。

私の場合はこの上品“がiIi酬なので、すでに磨

いてあるものを1用げろ、これもインテリア・

／ヨ∴ツフなとにある、員て。iii，来たI火剛な／しかで

先方。なんせ磨いてあるLラクだも／しネ。

とうしても気に入った員をl捕iL加、場合に

は研磨もするけと、めったにしない。

具を切新する場合、私の場合は、研磨する高

く二金榔Tiの糸の二を使用して所定の大きさに明

輝する。この方法嗣紛iにil帥時かかるが、な

んせホコl）がほとんど出ない。急ぐ時なと、だ

まにクラインクーを他日げろはと、そのil母）具

の祐ポコl）は十こいったし，十こい。決して郁雄

の間ではやらない））がお利I主　力カアにふっ飛

ばされる事は間違いネ工から．

なぜかというと、員を削った事のある方はも

う分かってますヨネ。そう、員を切断する時に

こ0）ポリエステルというものは、普心、常温∴∴のカガミを入れた年　金耀片を入れることがあ　　出る粉の粒子がう／しと細かくて、biiを閃めてし

か品，iI浩でI姐ヒし、低い湘笑での硬化は律点て　　る。

はなし、し，しい（碕かに、冬、こいつは良し、が強

い0）で（ンシナーの火いたと思って下さい）マ

ン／ヨンのバルコニー阜ilLでおい7－らiiひび

●貝を磨く　　　磨いてあるものは銃で

切った切口のみ磨く

－＿ヘ　ム＿〟請来小目巳－∝手狂女一・慶
水中裏庭・水もイrIで†年かち

又o　相田I鵡廿坤で“せ
かで●e可．

リ毒舌∴束子庫十和く丞JL

農機（ニコン両＞トで着直一事・動き」、情彫り竃で

園圏聾

なせ具を入れるU）がと日われれは、だだ見映

えがするかし，としか，江、ようがない。もっとも

具の加lが最もi理経であるがら、具の加上方法

●芯材に銀紙・貝・などを貼付ける　－

●芯材　型枠を油粘土に差す

ご用柄）部Ilはて、すごとえはチーフルのiにま

でうっすし，とこのホユリがたまることになるの

です。こんな偉業を、用の女I方族が黙って見逃

す。Iけiない。

●ポリエステル用型枠を作る一一一◆

中一∪鞠宣命ゝtrが
ハ持てかウニは章わんさ．

i雛鵠熟整調

日
⑯シ〇六やIこし痛リ
セ〇千一70でし，ガリ

ヒ掛る。

圃
⊥　　⊥

せヨそう

○
○

節
用
螺
1



工具の扱いは手5111れたもの

やはり水に浸してやるへきてすナ

●ポリエステルを調合する

031夜性　　0　促進剤

02油性

普頓　員の表面（外側予はコツコツしてし“る

出しと、これを磨いてゆ〈と虹のように光沢の

ある層が出てくる。

この部分をルアーへ川に常人する雄一けど

どうやって磨くがと－，えは、やっはりここはク

ラインクーがてっと用い。その後、水ペーハ

ーの100番あだ17力＝ノ徐々に番手の問、ものを

側I出て脚、で①き、最後は1，000緬か1，20（膚、

その後ラッカーコンパウシトか金属磨きで騨十

は、もう真珠のようになってしまう。

ここでも、私の場合はポユリはいや，－と、か
‾‾－　　なくなにクラインクーを粧否するのである。

で聞可を便うかと言うと、肪－を使用するの

十誓書諾嵩黒嵩㍊
ようなザラザラのや‾ノてある。

これな点ま多少能率は悪くてら水を博うの

でホコl）はみんな水の両

高二パイプであるが、こんなパイフを蘭，な

くても．リーダーか通すILなど後が）ドl）ルで

あ出し営いいのに、とそう思うでしょう。ところ

がどっこい、これが意外と大変な人だ。第

センターにきっちり入れること油i一来ないとは

‥わか、聞直、私なんかじゃあとても難しく

てコメン。

このパイプの入手先よ今でもよく分からない。

酢拳（講だ）
●ポ）エステルを流し込む

●硬化剤が多い場合早く硬化しますが

○外部内部に手製が

入ります

○内部に泡が残るこ

とがあります

●硬化剤が少い場合硬化が遅れ

○内部に入れた貝及びシート

の接着剤がポ）エステルで

溶けて脱落するものがあり
又、塩ビ系のものは溶ける
ことがあります

●型枠をはずして削る

扱っている業種がとこなのが、何なのか、はっ

きりしない。

東京ならいろんなi、掴屈がある力＝）、探せげ

何とかなるけれど、私も人かし〕聞いて一釧路の

金属出陣擁lを判i担、て見つ力日，ず、ふと思い

っいて、隣りの秋葉弱10）シャンク座さんに行っ

て、自動車につけるラン才のアンテナを買って

利用し7二宮がある。あのアンテナは便利なんだ、

なにせlの方が細くってトに行くに従って太

くれて行くから、1本でしろんなすイスのパ

イプが取れるん7－。

出ナと、シャンク居などというものが今だに

秋葉原なとという所にあるか亘）いいんであって

正規の値段で買っていたのではたまらない。

多分、鉄道課専iを破っているところにはある

と思う。

さて、それでは私0）ルアーはどうやって作る

がは、図と。刷）を見ていただくとして、ここで

は、図と〃蘭i）似外の補足をし、たします。

これ力，患よ、まあ靖とウノというか、そう

じゃなし、かなめと思っている重なん凪†と、そ

れで剣i用　＿さんもでっかいカンキを釣ってき

たから溝要でもなし、ような気もするが、インチ

キに近いというのも事実です。7、だ、多少の経

蛾と実績を蛇埋届で昧つけした出すの諒です。

●万力ではさみ、糸ノコで大ざっ
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に（去／＿るように思う人工

●へノドのカ月、については、，男Iらあった地

神曽　コナカ月、、ストレートにカントするも

の、それそ河酬iIの彫状と細事）Ji席を十るっ

そこで、紬iO）へ月、・力小による最品の動

きを点めるのだ

そこて、さあとうや一）で＝ケル）好さ掴Ijさを

ルアーでiili了子かというと、こ11。よ問詰　と。，う

ヒ′トLfJレア一丁あっ7こ

こ0）ルアーはIi現生できたとしか，，いようがな

い、とちし）かというと失敗作であ一，7、が（なぜ

なら、その当時まま7÷員U）光りが　荷ルアーに

と一ノて値Ilだと思一，ていだ時期な／ノしたけと、値

を間違えだがIi多年、酔引去ってし、た／。だiき

れいに光る方じゃあなくで、具の勅iJが表面に

出るように仕ってしまっだ）紀夫であろうと潮

ニ生らもう占用）上レア一之同一ノてい紺れlIであろうと、もちろんへタI時の時で信事面上

と、よく初日」か、（・　　　　　　　　　ピソタl）と帆、一ノいて、波頗かし）飛出Ii、十二と

ルアーの刷のカバ略iiとを広くしだIJが艮　はく、I、に′阜′iさと動いてL f∴

〈聞くがというとそうでもない・ンエバ・ル　●ン工ノト・ルアーというU）はへ中二ノ・、が員

循国縫田接し　蹴遊園〇〇〇g　7－とし軌るものに一ノいては、なし祝端子∴机でいて、′脇羊の穴を，蛤時に剛一一て
ハイフの穴の通Ilをf㌢二郎‾る

細く演∵）追／してい一ノUJがよく動く。　　　　それて鮎†奇ってくるとか，－う間しと、私はま

●なせ・ルナ一・へノ卜の中にへイフを通十が∴∴∴星、とういっ刷）さがいいU）かと‖うと、　るTI，用しない。

というと、ハイフ十王告を一l軌とき、重量バラ　これは　栂には言えない‖どうしてがと－，うと

ン勅軌圧寸時瑳］∴∴∴∴∴∴∴　子航高鳴幽霊一ノでも追う出しれないし、

●映して色な′ノしかし高い　ルアーこし、つもJ）　高）状況によ一ても違うLiもしれない。

聞）さが‖要だ∴た一）二、証言∵よスフーンみ∴∴∴九年は、これだけは詰ることだ事と、本当

だし互（I朝生同席のな∵ようなも6）で問　に良くiiii一校ルアーというのは侮iに鉦で、

れるし㍗ない一　　　　　　　　　　　　　そう中一）だルアーカ今までに中居紺帯たこと

●ルナ一・へ月、の先端を用として、I卜・／，　力ある

在）硝航行をなるペ同はうに、∴高台伸一l　　′）、際、私達がNlルアー〔と帖ノして立′レ

て調啓しま十　二1し皇ってとうなるかとし、う　アーかめIて、親しもしない1（）82年月去月i

と、多分こんな事し高点、がナと思うの－よ、　ロノトも・）ガイドにラインがが，／′して、出航pak

ルアーU）前後剛」として、へ小・カノトの彫　Line〃　烏口ルアーとは、これでおサラバと

状がカノ中二よる　出細り動き二を‡くルアー　な一，一こしま一ノ星の高二のルアーは）、によく

●鉛工ヤスij・木工ヤスij等で整形する

ときとき型紙をあててみる

㊨ポリエステルを磨く

トiJルに拙く京紫ぺ‾パを2つに

ルアーをはさむ

ようにして中速

て硬く

●色が良いから寮母；来る。これもあま中間し

か、。命刑部）ような、近し，ない、余品なカラ

クリも無巨・ルアーで、i′椋二カンキを釣ィ、刑も

ある。とれはと、iI派なルアーでか，でも、魚を

伸マイルも先から用言、力は年生、。

，つてみれは巧正中日時）事丹†と、魚がいな

い所をいくらトローl）ンクして雄′jれる品が屈

い。

ルアーという！ル）は、あくまて、ンースンオ

フ、鞍にまかせての紬葉で童i）、来だるへご／

－∴ス／に（情＿tU）少と思うへこである．

●スカートを付ける溝をつける

｛鋲目を入れておく

重工厳つ　鉛エヤス。，で

く＝書下する

●コンパウントで磨く

水の中でみが〈とほこりがた

ちません

100着　240♯－600♯－1200事

前のペーパーの日が肖えたら

、　次のぺ－ハ十二移ります

あまりペーパーをかけすぎる

と所定の大きさより小さいも

のができてしまいます



筆●●

騒閏＼聾 
ト・拶；持 　病 、 

I 

手前のルアーへノト用ハイフ立ては奥田氏のオリンナル言更利てっせ′

●ヘッドカット及加工

○万力にはきみ糸のこてカント

します
→平面カントの場合は砥石
一千砥きます→コンパワント

コナカソトはかソトした後

丸型のヤスilて剖町）ます

耐水ベーパーiOO奪一日200♯

コンパウシト

ヰ巨

∴三二二
÷→幸一露詰霊器

ー÷－墾嚢態


